第23回　施設処遇検討会議　議事録

H21.9.7　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　出席者：末政絵美・三浦とし子・長谷部S.G.M・中村文洋

　　
須々田珠実・馬渕豊子・向奈津美・小笠原嘉紀・小坂和子

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山S.G.M・福士一・兵藤拓明・竹内一貴・)

記録：須々田　珠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議題

１：豊川　明男様（青山荘入所者様）の処遇について

２：袴田　淑子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：小泉　志文様（青明舎登録者様）の処遇について

１：豊川　明男様(青山荘入所者様)　の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

<問題点>

①　他者交流の図り方

<介入方法>

１）個別ＳＳＴにて対人交流の訓練を図っていく。

２）緊張しているときに話をすると、一方的に他者へ自分の話をし、会話の内容が外れていくため、環境の設定をする。

②　他者への疑い（易度的、被害的になる）

３）自分の考えや不満を抱えることがあるので、定期的に話し合いの場を持ち、ストレスの緩和に努める。

１）訴えに対して、職員からの対応を同じくすることで本人の訴えの幅を広げない（揚げ足をとられないようにする）。

２）他者への疑いを持っている場合、本人易怒的となることから、職員は複数にて話し合いや面談の対応を行う。

<介入方法>

３）他者を直ぐに疑う事には、他者交流を行ううえでマイナスになることを伝えていく。

③　自分の考えを通すための訴えがある。

<介入方法>

１）訴えに対して、職員からの対応を同じくすることで本人の訴えの幅を広げない（揚げ足をとられないようにする）。

２）本人の行動について、振り返りの場を設けて今後の行動について枠組みを持たせていく。
〈評価〉

嗜好品やお金がなくなった等の訴えがある場合は、本人が現実的に検討できるような表現で説明をする。デイケア通所についても、ＧＨ入所後の生活を想定し、生活リズムの確立や日中活動場所として利用するといった現実的な利用目的を提案し動機付けを図る。

２：袴田　淑子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　合併症：緑内障、子宮筋腫

<問題点>

○　基本的な日課ができない

（無為に過ごしている）

　　（周りに対して無関心で気にかけない）

　　（身なりに無頓着である）

<介入方法>

· 余暇や休日は殆んど部屋に篭もって居眠りしている為、日課表を確認するよう声かけする。

· 本人様、「言われても直ぐ忘れてしまうんだよ・・・」と話される為、問題点を一つだけに絞って介入していく。

· 最低限出来なければならない事や、しなければならない事を自覚していただく。

· 定着できるまで同じ事柄を繰り返し繰り返し声かけし、本人が自ら行動に移していけるよう介入する。

· 就床前薬服用時や朝食後にそれとなく当番表の確認を促がす。

· 当番を忘れていたり、ミ－ティングの時間に遅れた（毎日のように遅れる）時はどうする事が必要なのか理解できるように説明する。

· 頭髪の寝癖やズボンの膝に穴が開いていたり、食べ染みで汚れていても気にかける事がない為、基本的な身だしなみが必要な事、女性としての身なりを意識するよう、その都度声かけする。

· 定期的に振り返りを行ない、出来ている部分は評価して自信に繋げる。

○　体脂肪率

· 体重の増加はなく、体脂肪も減少してきている為、今後も健康プログラムで学習をしていく。

・　間食に関しては指導にて、購入量や摂取量を制限できるようになってきている為、見守っていく。

<介入方法>

・　体重の増加はなく、体脂肪も減少してきている為、今後も健康プログラムで学習をしていく。

・　間食に関しては指導にて、購入量や摂取量を制限できるようになってきている為、見守っていく。

〈評価〉

家族関係は良好でＡＤＬも自立している為、日中活動場所があれば地域での生活も望めるのではないか。本人の希望を聞き、退所の意志があるのであれば、本人に対して、施設で基本的なことが出来なければ自宅へ戻る事はできないと条件付けて説明、意識を変えていただくよう働きかける。

３：小泉　志文様（青明舎登録者様）の処遇について

<問題点>

①情報収集、本人との信頼関係

<介入方法>

・　関わりがまだ浅いため、定期的に面接する場を儲け、信頼関係を構築していく。

②就労支援

<介入方法>

· １週間毎に事業所のスタッフを含めて振り返りを行い、体調の確認と就労時間の延長について事業者とも検討していく。

· 疲れたときや体調が悪いときは自ら話すことができるが、こちらからも随時、無理の内容に声を掛けていく。

· 他メンバーとも適度に交流を図れているが、「話しかけられたくない時もあってちょっと困った」と話すこともあり、対人場面での様子も観察していく必要がある。

・　毎月、訓練状況についてさくら病院へ情報を伝える。

③体調管理

<介入方法>

・自宅（南部町）から2時間掛けて歩いて帰っている。本人はダイエット目的と話しているが、訓練に支障が出ない程度に行うように随時声を掛けていく。

・さくら病院と情報交換をしながら本人のペースで訓練を実施していく。

<評価>

本人のモチベーション維持の為に、次の目標設定も含めた支援計画を事業所から出してもらい、事業所の支援の方向性を確認した上、青明舎としてどのような関わりを継続していくのかを本人に伝える（青明舎が主体的に支援し、社会資源の一つとしてうみねこ幸房を利用すること）。

合わせて、病状を崩さず安定した就労訓練が行えるよう支援していく。







